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■協会だより
■試験成績検討会
●�平成28年度冬作関係（麦類・いぐさ・水稲刈跡）除草剤・
生育調節剤試験成績検討会

　日時：平成29年9月14日（木）�10:00～17:00�
　場所：浅草ビューホテル
� � 〒111-8765　東京都台東区西浅草3-17-1
� � TEL�03-3847-1111

■研究会等のお知らせ
■第32回報農会シンポジウム
　『植物保護ハイビジョン2017』
　　　－加速するグローバル化に対応するIPMの進展－
　日時：平成29年9月13日（水）�10:00～17:00
　場所：「北とぴあ」つつじホール
� 〒114-00002　東京都北区王子1-11-1
� TEL�03-5390-1100
　講演：
　　①農薬登録の国際調和
　　　　古畑　徹（農林水産省�農薬対策室）
　　②�海外での病害虫発生と生物農薬の使用・IPMの現場に

ついて
　　　　平田秀嗣（三井物産株式会社）
　　③侵入害虫クビアカツヤカミキリの被害状況と防除対策
　　　　加賀谷悦子（森林研究・整備機構森林総合研究所）
　　④アミノ酸による作物の病害抵抗性誘導
　　　　瀬尾茂美（農研機構生物機能利用研究部門）
　　⑤Bacillus属等微生物を用いた病害防除とその展望
　　　　吉田重信（農研機構中央農業研究センター）　　　
　参加費：一般�2,000円，学生�事前申込み無料，当日1,000円
　��申込み：��9月6日までに下記連絡先までEメールまたはFAX

にて（当日の参加も可能）
　連絡先：公益財団法人報農会　藤田肖子，渡邊敦子
� TEL/FAX�042-452-7773
� E-mail�khono511@car.ocn.ne.jp
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編集後記
　ヒアリの発見が連日のように報道されていますが，
東京湾では刺咬性のアカカミアリが発見されたようで
す。また，アルゼンチンアリの山口県岩国市から広島
県東広島市まで続くスーパーコロニーが発見されてい
ます。アリ対策は喫緊の問題です。
　8月号では筆頭に北海道での野良イモ発生の記事を掲
載します。これも温暖化の影響だそうです。続いて，
薬用作物栽培の除草に関する記事を掲載します。適用
除草剤が少なく，除草が大変な問題になっています。
　外来雑草に対する欧米やオセアニアでの対策をレ
ポートしてもらいました。グローバル化に伴い，外来
種問題はアリだけに限りません。
　そのほか，雑草に関連して無性芽の記事も掲載して
います。　　　　　　　　　　　　　　　��（編集子）
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袋状を呈することになるらしいことがわかったという。細胞
分裂の方向性を変えるだけで、大きな形態的な変化を引き起
こしていたのだ。系統の異なる 3目に属する 4種類の食虫
植物で，トラップした虫を消化するための酵素を調べた。す
ると，もともとは同じ病害抵抗性遺伝子を転用している例が
多数見つかった。その一例は，真菌の細胞壁に含まれるキチ
ンを破壊するキチナーゼである。昆虫などの節足動物の外皮
はタンパク質がタンニングしたクチクラでできている。クチ
クラの主成分がキチンである。つまり別の目的で進化した適
応を転用しているのだ。これぞまさに，進化はプリコラージュ
（器用仕事）と喝破した先人の先見の明を地で行っている好
例ではないか。進化学の用語ではこれを外適応という。つま
り，たいがいの進化はゼロからの出発ではない。既存の部品
にその都度手を入れて工夫する間に合わせ仕事なのだ。
ただし，自然はいつだってわれわれの意表を突く。先頃，
植物にも「意志」あるいは「意識」があることを謳った本が
話題になった。しかしそれは，植物は動物よりも機械的な生
きものだという先入観を前提としているからこその，「新し
い見方」だった。なのでぼく自身は，それほど評価しなかっ
た。逆に，動物の行動も，環境に対する機械的な反応である
部分が多い。つまりわれわれは，植物を過小評価しすぎる一
方で，動物を過大評価しすぎているのである。そこで植物の
仰天の行動を紹介しよう。
これは 2015 年に発表された研究である。合衆国のノース
カロライナとサウスカロライナの湿地に自生するハエトリグ
サ（図 -3）の驚異の行動が確認されたのだ。

思い出してみよう。食虫植物が食虫性を進化させたのは貧
栄養への適応のためだった。ならば，苦労の末に獲得した養
分の無駄遣いはゆるされない。風や何かの小片がトラップに
触れるたびにトラップを閉じたり，消化液を分泌していたの
では無駄が多すぎる。そこで件のハエトリグサはどうしたか。
数を数えることにしたのだ！
具体的にはこうだ。トラップは，センサーである繊毛が
20 秒以内に 2回刺激されたときしか閉じない。しかも閉じ
ただけでは消化液は分泌されない。消化液の分泌には 3回
目の刺激が必要なのだ。そしてさらに，分泌量も調整される。
センサーが刺激された回数に応じた量の消化酵素しか分泌さ
れないのだ。
機械的といえば機械的な反応である。しかし，それ以上の
狡知を巡らせる必要があるだろうか。虫を感知するのは物理
的な刺激だ。ただし，それだけでは無機的な物体が触れただ
けかもしれない。生きている虫ならば，刺激は 1回では終
わらないはずである。いつまでもへたばらない獲物に対して
は消化液を追加する。それだけ大きい獲物なのだろうから，
元は取れるはずだ。こうしたことを勘定に入れるだけで，最
小限の仕組みでうまくいく。まさにびっくり仰天じゃないか。
袋状のトラップに消化液を湛え，獲物の落下をうながすウ
ツボカズラ。虫にとっては底なし沼の恐怖にも通じる罠だ。
しかし，その消化液の中で繁殖する昆虫やカエルもいるとい
う。なんともまあとしか言いようのない世界だ。この世界の
片隅では，多様な命が息づいている。その事実の一端に触れ
て，謙虚にならない人を，ぼくは信じられない。

図 -4　ウォルコットによるハエトリグサの葉。

図 -3　メアリー・ウォルコットによるハエトリグサの葉。

図 -3　�合衆国の植物画家メアリー・ヴォー・ウォルコット(1860-1940)
が描いたラサセニア。夫はバージェス頁岩の発見者でスミソニア
ン協会の会長を務めたチャールズ・ウォルコット (1850-1927）


